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大空に舞った「令和」の100畳凧

古くて新しい　内子のミライへー



古
く
て
新
し
い

　内
子
の
ミ
ラ
イ
へ
―
―

　「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
た
令
和
の
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
内
子
町
で
は
令
和
元

年
、「
内
子
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」を
策
定
。
歴
史
か
ら
町
を
読
み

解
き
未
来
へ
つ
な
ぐ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
計
画
の
内
容
に
少
し
触
れ
な
が
ら
、
令
和
に
つ
な
ぎ

た
い
歴
史
や
文
化
、
美
し
い
自
然
と
と
も
に
、
人
々
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思

い
を
伝
え
ま
す
。

　

「内子町歴史的風致維持向上計画について」

　内子町では「地域における歴史的風致の維持及び向上
に関する法律（歴史まちづくり法）」に基づき、29年度か
ら「内子町歴史的風致維持向上計画」の作成を進めてい
ます。この計画は国指定の文化財やその周辺地区などに
おける歴史文化を活用したまちづくりを進めていくもの
で、町の「歴史的風致」を決めることから始まります。
　６月１日現在は国への認定申請中です。認定されると
国の特別な措置や支援が受けられることになります。今
後は、計画に基づき、歴史的な建造物の修理･活用や歴
史まちづくりの担い手育成などに取り組んでいきます。
　計画書の内容は内子町のホームページで見られます。
　http://www.town.uchiko.ehime.jp

◀山田きよさんの版画です。「内子町歴史的風致
　維持向上計画」の表紙にも使われています。
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30年度内子町人権意識調査20

上田　梨
り よ

代さん　内子小学校６年（内子13）

イラストレーターになって
愛されるキャラクターを描きたい

　私は「内子こども狂言クラブ」で狂言を習っています。独特な
言い回しが難しいけれど、めったに着ることができない衣装を
着れたり、昨年は京都の金剛能楽堂の舞台を踏むことができた
りと、貴重な経験をしています。内子座で公演するときは、家
族や親戚の前で練習の成果を披露できるのがうれしいです。
　夢はイラストレーターです。オリジナルのキャラクターを考
えて描いたり、本の挿絵を描いたりする仕事です。漫画家の青
山剛

ごうしょう

昌先生のイラストが好きで、「名探偵コナン」の登場人物を
自分で描いて練習しています。よく友達から、「キャラクターを
作ってほしい」とお願いされることがあります。動物や昆虫を
擬人化したキャラクターを描いてあげると、とても喜んでくれ
ます。イラストレーターになったら、たくさんの人に愛される
キャラクターを生み出したいです。

◉令和最初の日曜日に行われ
た「いかざき大凧合戦」の写真
です。400年の歴史を誇る祭り
に登場したのは、「令和」の文
字が書かれた100畳凧。中学生
や若者など新しい時代を担う
人々が、力を合わせて巨大な凧
揚げに挑戦しました。いい風を
受けた凧はグングンと舞い上
がり、ここ数年で一番高く、長
く揚がりました。令和、いい時
代になるといいですね。
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歴
史
的
風
致
と
は
、
暮
ら
し
の
中
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
営
み
と
歴

史
あ
る
建
物
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
形

成
す
る
良
好
な
環
境
の
こ
と
―
―
。
一

言
で
い
う
と「
内
子
ら
し
さ
」で
す
。

　
私
の
住
む
町
並
保
存
地
区
は
、
映
画

の
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
物
で
は

な
く
、
普
段
の
生
活
の
積
み
重
ね
や
、

地
域
や
家
を
守
ろ
う
と
い
う
思
い
で
今

に
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
魅
力
で
す
。

計
画
書
づ
く
り
に
参
加
し
、
刻
ま
れ
て

き
た
町
の
歴
史
と
景
観
を
守
り
た
い

と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
内
子
町
に
は
保
存
地
区
以
外
に
も
貴

重
な
建
物
や
文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。

計
画
で
は「
内
子
ら
し
さ
」
を
具
現
化

し
、
そ
れ
ら
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
特
に
子

ど
も
た
ち
に
は
、
新
た
な
町
の
魅
力
を

発
見
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
暮

ら
し
の
中
で
、
歴
史
的
風
致
が
守
ら
れ

る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
そ

の
価
値
を
受
け
継
い
で
ほ
し
い
で
す
。

計
画
づ
く
り
に
参
加
し
て

芳我　明
あきひ こ

彦さん

内子町歴史的風致維持向上
計画推進協議会　副会長

column①

【福岡さん】火祭りや秋祭りなどの行事を残したいです。小
さい頃から、みこし担ぎなどで参加しています。地域の人
との大切な交流の場で、毎年楽しみにしています。

【岡田さん】小田深山は私たちの自慢です。川や木々がきれ
いで、スキー場もあります。紅葉の時期には家族とゆった
りと読書をします。大切な思い出がたくさんある場所です。

小田地域

小田中学校

福岡　百
も も え

萌さん（右）

岡田　知
ちひろ

優さん（左）

―豊かな自然の中でのびのびと育つ子どもたちに聞きました―

―「ものづくり」の文化が育まれてきた町で躍動する子どもたちに聞きました―

【上久保さん】町が一つになる大凧合戦は、ずっと残したい
行事です。稲が成長する姿を見るのが好きなので、都会で
は見られない五十崎の田んぼの景色を残してほしいです。

【山本さん】手すき和紙を残したいです。卒業証書や大凧合
戦の凧が和紙なので、五十崎を感じます。私の初節句の写真
は名前入りの凧と撮っていて、素敵な伝統だなと思いました。

五十崎中学校

上久保優
ゆ う と

斗さん（左）

山本　乃
の あ

愛さん（右）

五十崎地域

小田深山

天神産紙工場

寺村山の神火祭り

泉谷の棚田

各地の秋祭り

いかざき大凧合戦
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令和につなぐ私たちの「ふるさと」
内子町の歴史や文化を生かしたまちづくりは、子どもたちの心にはどう映っ
ているのでしょうか。「内子町歴史的風致維持向上計画」のバトンを受け継ぐ
かもしれない子どもたちを代表して、各中学校の生徒会長・副会長に自分た
ちの地域にある、令和の時代も大切にしたいモノ・コトを聞きました。

【長岡さん】小学２年の時の学芸会が、内子座でありました。
初めて舞台に立った印象が今でも残っています。授業でも
建物の素晴らしさを学び、残ってほしいと思いました。

【清水さん】いつもの通学路が古い町並みです。多くの観光
客が訪れるのを見て、改めて伝統的な建物を残すことの大
切さを感じます。ずっと守りたいふるさとの景色です。

内子中学校

長岡　　怜
れい

さん（右）

清水　未
み ら い

来さん（左）

【中田さん】小学生の時、大瀬の館で３泊４日の通学合宿に
参加しました。楽しい思い出がいっぱいの建物です。お遍
路さんが訪れてくれるので、大切にしたいです。

【城戸さん】昔の雰囲気が残っている大瀬の米蔵と町並み
が好きです。柿まつりなどの催しがあり、みんなが集まる
場所だから、ずっと残ってほしいです。

大瀬地域

大瀬中学校

中田　幹
かんだい

大さん（右）

城戸　　花
はな

さん（左）

内子地域

大瀬の館

内子笹まつり

大瀬の米蔵

内子座

大瀬農業祭柿まつり

八日市・護国地区の町並

―町の歴史や伝統文化を肌で学ぶ子どもたちに聞きました―

―大江文学のふるさと「森の中にある小さな谷間の村」の子どもたちに聞きました―
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　地域おこし協力隊として、林業活
性化の活動をしています。内子町の
林業現場は元気で、若手も増えてい
ます。自分が山に入るよりも、広告
代理店の経験を生かした「人と山と
をつなぐ仕事」に力を注ぐ方が、林
業や町のためになると思いました。
　活動のひとつで「モックアップ」と
いうプログラミング教室をしていま
す。「木育」と「ICT教育」を組み合わ
せたもので、プログラミングに加え、
林業や木工の最新技術を体験できま
す。資源豊富な中山間地域の利点や
可能性を多くの人に知ってほしいで
す。町並での教室も企画中です。古
い建物は子どもたちにとっては学び
の宝庫で、町の歴史や町と林業のつ
ながりを学ぶこともできます。
　私は祖父の山が遊び場で、学びの
場でした。その楽しい経験が今の自
分につながっています。林業をなん
とかしたいという使命感を持つきっ
かけにもなりました。私たちの教室
が子どもたちの可能性を広げ、町の
未来につながればうれしいです。

武田　惇
しゅんすけ

奨さん

内子町地域おこし協力隊

子どもの学びの宝庫
町で山でいっぱい遊んで

　
東
京
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究

室
の
一
員
と
し
て
、「
内
子
町
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」の
調

査
や
提
案
を
し
ま
し
た
。
１
年
目

は
内
子
町
に
ど
ん
な
歴
史
や
生
業

が
あ
る
の
か
を
調
査
し
、
２
年
目

は
具
体
的
な
事
業
の
提
案
を
作
り

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画

も
手
伝
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

３
年
目
と
な
る
今
年
は
、
後
輩
た

ち
が
提
案
し
た
事
業
の
実
現
に
向

け
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
研
究
室
か
ら
は
、
歴
史
的
風
致

や
、
伝
統
的
な
産
業
な
ど
に
着
目

し
、
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
提
案
し
ま
し
た
。「
小
田
川
流

域
の
一
体
的
な
保
全
活
用
」「
イ
カ

ザ
キ
創
作
の
ま
ち
構
想
」「
六
日
市

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
」な
ど
、
計
画

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
計
画
書
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
農
村
景
観
の
調
査
を
担
当

し
ま
し
た
。内
子
町
に
来
た
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
す
が
、「
こ
ん
な

町
が
あ
る
の
か
」と
豊
か
な
風
景

に
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
美
し
い
営
み
を
続
け
て
い

る
人
た
ち
と
一
緒
に
、
町
の
未
来

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
計

画
は
、
内
子
町
の
過
去
と
現
在
を

結
び
付
け
、
将
来
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
が
実
現
に
向
け
て

の
本
番
。
何
が
で
き
る
か
、
誰
が

ど
う
動
く
の
か
―
―
。
庭
を
き
れ

い
に
し
た
り
、
祭
り
に
参
加
し
た

り
す
る
だ
け
で
も
い
い
で
す
。
一

人
一
人
の
少
し
の
変
化
が
、
い
い

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
私
や
学
生
も
微
力
な
が
ら
協

力
し
ま
す
の
で
、
未
来
に
向
け
た

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

岡山　紘
ひろあ き

明さん
内子町地域おこし協力隊

計画策定に尽力した東京大学名誉教授
の西村幸夫さん。シンポジウムにも登壇

小田地域に残る昭和初期の商家で開
催した「モックアップ塾」

column②

「
内
子
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」の

調
査
・
提
案
に
東
京
大
学
が
協
力
し
ま
し
た

今年も歴的的な建物などの調査を進め
る東京大学都市デザイン研究室の学生

研究室ＯＢが立ち上げた㈱ＴＩＴも計
画づくりに協力

計画づくりを進める「未来につなぐ内子
まち談義」。学生が作った模型も展示
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未
来
に
伸
び
る

　
　ま
ち
づ
く
り
の
芽

内
子
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
内
子
の
ミ
ラ
イ
〜
歴
史

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
作
戦
会
議
〜
」が
10
月
14
日
、
内
子
座
で
開
か

れ
ま
し
た
。
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
が
登
壇
。
町

と
真
剣
に
向
き
合
う
目
に
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
芽
が
見
え
て
い
ま

し
た
。
一
部
の
登
壇
者
に
、
改
め
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　竹職人を生業とする傍ら、版画家
をしています。今回の計画書の「風
致」という言葉が、いいなと思いま
した。自然や風景が持つ味わいとい
う意味で、私もよく絵筆で表現しま
す。町民の営みや職人が生み出す風
致など、価値あるものがこの町には
まだまだ残っています。一方で、竹
など自然素材を扱う業種は廃れてい
ます。経済優先で、職人たちが脈々
と伝えてきたものが、途絶えそうに
なっているのです。今、昔ながらの
技術や伝統のよさを顧みなければ、
本当になくなってしまうでしょう。
　先日、若者が企画した「天神紙の
市」という催しがありました。地域に

「ある」ものを生かす取り組みに、和
紙と若者の可能性を感じました。ま
た芸術の世界では、六十の手習いの
人がすごい作品を作ったりします。
少しのことが魅力や才能の発見につ
ながります。内子町には埋もれてい
る魅力、見直すべき価値がたくさん
あります。その発見が、これからのま
ちづくりに必要なのだと思います。

　創業当時のままの蔵を利用して、酒
造りをしています。100年が経過し、
蔵が傷んできたので直すか壊すかで
悩んでいます。直すなら数億円、新築
なら数分の一で済むそうです。歴史
ある建物を保存することは大切です
が、社員とその家族の生活を守るこ
と、内子の酒造りの火を絶やさない
ことが、私たちにはより重要です。
　一個人や一企業で歴史的な建物
を守るのは限界があります。行政が
協力しても全ては救えないし、その
財源は税金ということを忘れてはい
けません。加えて、「ハコ」だけ残す
意味もありません。例えば、酒蔵を
残しても「酒造り」が残らなければ、
価値は半減してしまうからです。
　今も立派に建物と営みが残る町
並保存地区の姿が、解決策はどこか
にあると背中を押してくれます。今
回のシンポジウムや計画書をきっか
けに、「何が磨くべき原石なのか」とい
う議論が加速することを期待します。
皆さんの知恵を集めて、次代の内子
の宝物を守り育めたらと思います。

山田　清
きよあ き

昭さん 代表取締役  武知　直
なおゆ き

之さん

版画家 清酒「京ひな」醸造元  酒六酒造㈱

ないものねだりでなく
「ある」ものを発見する

全てを守ることは難しいが
解決策はどこかにあるはず

創業当時のままの建物を現在も酒造
りに利用。レンガ造りの煙突が特徴

内子町の四季の移ろいを鮮やかに描
いた山田さんの版画
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ク
市
に
は
、
い
い
事
例
が
あ
り
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
で
は
人
口
２
０
０
０
人

ほ
ど
の
小
さ
な
町
が
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
す
。
１
９
７
０
年
代
に
多
く

の
若
者
が
町
を
出
て
過
疎
化
が
進

み
、農
地
が
荒
れ
た
そ
う
で
す
。し
か

し
地
域
外
の
人
た
ち
が
農
村
景
観
の

魅
力
に
気
付
き「
魅
力
的
な
食
べ
物

や
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
か
」
と
再
建
を
図
り
、
大
勢
の

人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
内
子
町
に
は
お
い
し
い
食
べ
物

が
あ
る
し
、
美
し
い
農
村
景
観
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
滞
在
型
の
芸
術
文

化
が
根
付
き
、
世
界
を
感
動
さ
せ
る

一
流
の
町
に
な
れ
ば
、
必
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。
計
画

は
、
そ
の
土
台
に
な
る
も
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
町
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
が
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ

た
と
き
、
ど
こ
に
い
て
も「
内
子
の

た
め
に
」と
思
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

　
内
子
町
の
歴
史
的
風
致
と
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
芽
を
守
り
育
て
な
が

ら
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
も
大
切
に

し
て
く
れ
る
、
世
界
に
誇
れ
る
町
を

一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

時
代
は
流
れ
、
続
い
て
い
く

―１ 在郷町の佇まいをつなぐ町   
  並とその保存にみる歴史的風致

―２ 地域に根付く手漉き和紙と
　　大凧合戦にみる歴史的風致

―３ 時を超えた芝居小屋にみる
　　歴史的風致

１ １ １

小田川が結ぶ小田林業と山と

ともにある営みにみる歴史的風致

―５ 内子・五十崎の祭礼にみる
　　歴史的風致

―４ 地域の味、醸造業にみる
　　歴史的風致

１ １２

街道、遍路道にみる歴史的風致 大瀬「森のなかの谷間の村」の
営みにみる歴史的風致

里山が育む村並にみる

歴史的風致
４ ３５

内子町の維持向上すべき歴史的風致

　内子町では計画の策定にあたり、まちづくりの資源となる特色ある文化を下記のように位置
付けています。１～５のゾーンに分けられ、１の「在郷町内子・五十崎にみる歴史的風致」は、
さらに細かく５つに分けられています。なお、添えられた写真は一例です。
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昭
和
57
年
に
八
日
市
護
国
地
区
が

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
歴
史

的
な
建
造
物
や
伝
統
・
文
化
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。以
来
、町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
で
、
素
晴
ら
し
い
景

観
や
産
業
、
文
化
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎

え
、
ま
さ
に
若
い
人
た
ち
が
何
か
に

挑
戦
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
が
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
な
い

感
覚
・
価
値
観
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ

た
ら
、
素
晴
ら
し
い
産
業
や
仕
組
み

が
芽
生
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
作
成
し
た「
内
子
町
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」は
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
町
の

人
た
ち
が
関
わ
っ
て
、
多
く
の
時
間

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
ぎ
込
み
、
西
村

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
り

上
げ
た
と
い
う
意
義
は
大
き
い
で

す
。
こ
の
計
画
は
歴
史
的
な
建
物
だ

け
で
な
く
、
伝
統
や
文
化
、
人
々
の

営
み
を
結
び
付
け
、
５
つ
の
ゾ
ー
ン

の
特
色
を
整
理
し
、
守
り
育
て
よ
う

と
い
う
も
の
。
計
画
が
で
き
た
こ
と

で
、
人
々
が
も
う
一
度
地
域
の
よ
さ

を
知
り
、
そ
の
よ
さ
を
磨
く
作
業
を

一
緒
に
で
き
た
ら
、
次
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
な
事
業
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
素
晴
ら

し
い
活
動
を
継
続
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を

持
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
内
子
町
固
有
の
歴
史
や
伝
統
を

大
切
に
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
世
界

に
誇
れ
る
町
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
実
践
し

て
い
る
の
が
姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
で
す
。「
中
世
の

宝
石
」と
呼
ば
れ
る
町
並
に
は
、
世

界
中
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
世
界
有
数
の
企
業
に「
進
出
し

た
い
」と
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
・
伝
統
・
文

化
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
有
益
で
あ
り
、
進
出
し
た

企
業
に
と
っ
て
も
ス
テ
ー
タ
ス
に
な

る
と
の
こ
と
で
す
。
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル

内子町の歴史的風致に
　　　大きな花を咲かせるために――

紙面で全ての内容を紹介することはできませんが、235ページにも及ぶ計
画書には、各地域の歴史や魅力が丁寧に拾い上げられています。
そこからどんな未来を描くのか、令和の時代の幕開けとともに始まる内子
町のまちづくりについて、稲本町長に思いを聞きました。

新
た
な
挑
戦
の
ス
テ
ー
ジ

計
画
推
進
へ
の
思
い

世
界
に
誇
れ
る
町
へ

歴
史
的
風
致
を
守
り
育
て
、

　
世
界
の
人
々
が
感
動
す
る
内
子
町
に
―
―

内
子
町
長
　
稲
本
隆た

か
と
し壽
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1_ドイツの民族衣装を着てビールを楽しむ　2_新調したド
イツフェスタのオリジナルジョッキ　3_大勢でにぎわう会場

3 2

内
子
の「
い
い
ね
」を
世
界
へ
発
信

外
国
人
目
線
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
中

撮
影
機
材
を
持
っ
て
︑
気
合
い
と
ち
ゃ

め
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
ニ
ー
ル
さ
ん

　
国
内
外
に
内
子
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
動
画「
Ｕウ

チ

　

Ｃ
Ｈ
Ｉ

ＫコＯ  

Ｇジ

ェ

ニ

ッ

ク

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ（
仮
）」（
内

子
町
観
光
協
会
制
作
）の
撮

影
が
５
月
３
～
７
日
、
町
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
撮
影
者
は
北
海
道
を
中
心

に
映
像
作
家
や
写
真
家
と
し

て
活
躍
す
る
ニ
ー
ル
・
ハ
ー

ト
マ
ン
さ
ん
で
、
動
画
は
６

月
か
ら
順
次
公
開
し
、
来
春

ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
ニ
ー
ル
さ
ん
は「
内
子

町
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
。

皆
さ
ん
の
大
切
に
し
て
い
る

ま
ち
の
魅
力
が
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
動
画
を
作
り
た

い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

※
無
料
ア
プ
リ
﹁
カ
タ
ロ
グ
ポ

　ケ
ッ
ト
﹂
で
︑
こ
の
ペ
ー
ジ

　
内
子
町
内
の
中
学
生
全

員
を
対
象
と
し
た「
青
少
年

健
全
育
成
講
演
会
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
、
沼
井
高た

か
し志

委
員
長
）
が
5
月
16
日
、
共

生
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
映
画「
ビ
リ
ギ
ャ
ル
」

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
小
林
さ
や
か
さ
ん
が「
や
っ

て
み
な
き
ゃ
わ
か
ん
な
い
っ

し
ょ
」と
題
し
て
登
壇
。

　
小
林
さ
ん
は
、
参
加
し
た

生
徒
た
ち
に
夢
を
聞
き
な
が

ら「
自
分
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

れ
る
分
野
が
必
ず
あ
る
。
だ

か
ら
、
や
っ
て
み
な
き
ゃ
分

か
ら
な
い
。
偏
差
値
よ
り
も

経
験
値
。
子
ど
も
の
う
ち
に

ど
ん
ど
ん
失
敗
し
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

ビ
リ
ギ
ャ
ル
が
内
子
の
中
学
生
に
語
る

不
可
能
を
可
能
に
す
る
心
の
構
え
方

巧
み
な
話
術
で
会
場
の
笑
い
と
感
動
を

誘
っ
た
小
林
さ
ん

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
の
友
好
に
乾
杯

「
ド
イ
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」

　
内
子
町
と
ド
イ
ツ
・
ロ
ー

テ
ン
ブ
ル
ク
市（
以
下
、
ロ

市
）
と
の
姉
妹
都
市
交
流
を

記
念
し
た「
ド
イ
ツ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
」（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
５
月
11
日
、
内
の

子
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
の

文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
内
子

町
と
ロ
市
と
の
交
流
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
滋
賀
県
で
活

動
す
る
ド
イ
ツ
音
楽
バ
ン
ド

の
ム
ジ
カ
ン
テ
ン・ア
ム・
ゼ
ー

の
陽
気
な
音
楽
が
流
れ
る

中
、ヴ
ァ
イ
エ
ン
ス
テ
フ
ァ
ン

ヘ
フ
ヴ
ァ
イ
ス
な
ど
８
種
類

の
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
の
他
、
ド

イ
ツ
風
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
や
内

子
豚
の
ア
イ
ス
バ
イ
ン
な
ど

が
販
売
さ
れ
、
約
２
０
０
０

人
の
来
場
者
が
ド
イ
ツ
気
分

を
満
喫
。
所
々
で「
プ
ロ
ー

ス
ト（
乾
杯
）
」
の
掛
け
声

が
響
き
、
お
い
し
そ
う
に

ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
る
人
た
ち

で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

を
開
く
と
ニ
ー
ル
さ
ん
の
撮
影

し
た
動
画
の
一
部
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒
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内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か

ら
り
の
直
売
所
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
」と「
落
成
式
」が
４

月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

餅
ま
き
や
記
念
バ
ザ
ー
が
あ

り
、
関
係
者
ら
が
か
ら
り
の

新
た
な
一
歩
を
祝
い
ま
し
た
。

　
改
装
し
た
直
売
所
は
木
造

１
階
建
て
、
売
り
場
面
積
は

約
３
１
６
・
69
㎡
、
総
事
業

費
９
５
３
０
万
円
。
外
壁
は

ガ
ラ
ス
張
り
で
、
開
放
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
　

　
土
居
好よ

し
ひ
ろ弘

社
長
は「
冷
暖

房
設
備
で
農
産
物
の
鮮
度
を

管
理
し
や
す
い
。
四
季
折
々

の
地
元
産
品
で
、
よ
り
身
近

な
直
売
所
を
目
指
し
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

よ
り
お
い
し
く
身
近
な「
か
ら
り
」へ

直
売
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

和
太
鼓
集
団
﹁
喜き

こ

り
鼓
里
﹂
の
演
奏
が
セ
レ

モ
ニ
ー
に
華
を
添
え
た

「
お
ん
ご
く
」に
新
し
い
自
治
会
館

南
山
の
谷
に
響
く
、
に
ぎ
や
か
な
声

　
老
朽
化
し
て
建
て
替
え
ら

れ
た
南
山
自
治
会
館
の「
落

成
記
念
式
典
」が
４
月
13
日
、

同
自
治
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
住
民
や
建
設
関
係
者
な

ど
約
50
人
が
集
ま
る
中
、
祝

吟
や
日
舞
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
橋
本
岳が

く
じ
ん
ざ
ん

人
山
さ
ん
の
尺

八
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
施
設

の
完
成
を
み
ん
な
で
祝
い
ま

し
た
。

　
４
月
29
日
に
は「
お
ん
ご

く
南
山
山
菜
ま
つ
り
」（
南

山
自
治
会
主
催
、
源
田
幸ゆ

き
お生

自
治
会
長
）が
同
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
豊
富
な
山
菜

料
理
を
は
じ
め
、
シ
シ
鍋
や

釜
揚
げ
う
ど
ん
な
ど
の
販
売
、

ド
ン
ギ
リ
割
り
体
験
や
餅
つ

き
・
餅
も
み
体
験
な
ど
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
約
３
５
０
人
が
、
山

里
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
源
田
自
治
会
長
は「
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
う
れ
し

い
。
新
し
い
自
治
会
館
を
地

域
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

撮
影
機
材
を
持
っ
て
︑
気
合
い
と
ち
ゃ

め
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
ニ
ー
ル
さ
ん

町
内
を
ち
ょ
っ
と
ぐ
る
っ
と
巡
る
な
ら

「
た
め
し
て
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

　
内
子
町
は
４
月
26
日
か

ら
、
特
定
の
自
動
車
を
共
同

で
利
用
す
る「
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」の
実
証
実
験
を
始

め
ま
し
た
。
車
両
は
ネ
ッ
ツ

ト
ヨ
タ
瀬
戸
内
㈱
＝
松
山
市

＝
か
ら
提
供
を
受
け
た
２
台

で
、「
ま
ち
の
駅
Ｎナ

ン

ゼ

ａ
ｎ
ｚ
ｅ
」

と「
Ｊ
Ｒ
内
子
駅
」
の
駐
車

場
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
に
は
予
約
が
必
要

で
、
料
金
は
15
分
・
２
０
０

円
か
ら
。
レ
ン
タ
カ
ー
よ
り

手
軽
に
利
用
で
き
、
観
光
客

の
二
次
交
通
対
策
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
専
用
窓
口

☎
０
１
２
０（
６
０
０
）２
１
５

ま
ち
の
駅
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
に
あ
る
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
用
の
車
両

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
の
友
好
に
乾
杯

「
ド
イ
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」

1

2

1_新しくなった南山自治会館　2_「おんごく南山山菜ま
つり」はおいしい山菜料理が食べられると大人気
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　初めての「どろんこミニバレーボール大会」が５月 12 日、
御祓地区の泉谷の棚田で開かれました。バレーボールの
パナソニックパンサーズや元日本代表の山本隆

たかひろ

弘さんと内
子町との交流がきっかけで実現した同大会。４チーム・
25 人が参加し、泥だらけになって大会を盛り上げまし
た。山本さんは「本気で楽しめた。非日常だけど、棚田
に触れるいい機会になった」と声を弾ませました。

歓声としぶきが上がる泥試
じ あ い

合
泉谷の棚田でミニバレーボール大会

来場者が赤と青の札を上げて勝敗を決める

山本さん（奥側中央）も泥だらけになってプレーした

小田の文化と交流を育んで20年――
スバル20周年記念でNHKの公開収録

　文化交流センタースバルの 20 周年を記念して、NHK
番組「俳句王国がゆく」の公開収録が５月 11 日、同会場
で行われました。地域の魅力を発見しながら俳句を楽し
む番組で、今回は小田地域の名物が題材。辛口批評で人
気の夏井いつきさんやノッチさん、豊田エリーさんに加
え、約 400 人の観覧者も収録を盛り上げました。番組は
６月９日の午後２時 30 分から、Eテレで放送予定です。

令和の新しい風を受けて大空へ
400年の歴史を誇る「いかざき大凧合戦」

　日本の三大凧合戦の一つに数えられる「いかざき大凧
合戦」（同実行委員会主催、高倉眞

しんいち

一実行委員長）が５
月５日、豊秋河原などで行われました。
　大凧合戦は「ガガリ」という刃物を仕込んだ凧糸を巧
みに操り、相手の凧を落とします。今年は 84 チームが
参加しました。絶好の風が吹く中、縦横無尽に空中戦を
繰り広げて観客を魅了しました。注目の 100 畳大凧揚げ
も大成功。縦 14.4㍍、横 12.5㍍の巨大な凧に書かれた「令
和」の文字が、空高く舞い上がりました。
　また、こどもの健やかな成長を願う初節句神事には、169
組（うち、町内75組）の家族が参加。神事や記念撮影の後
に行われた出世凧揚げでは、子どもたちの名前が書かれ
た凧が上がると、家族から感嘆の声が上がっていました。
そのほかにも太鼓演奏や凧踊り、少年剣道大会など、さ
まざまな催しがあり、会場は終日にぎわいました。
　高倉実行委員長は「いい風が吹く合戦日和。大勢の来
場者に満足してもらってよかった」と喜びました。

1_五十崎中の生徒による凧揚げの対抗戦。手作りの凧が
一斉に舞い上がる　2_初節句神事の前に出世凧と一緒
に記念撮影　3_凧踊りの独特の化粧で参加したPTAの
皆さん　4_合戦で水しぶきを上げながら凧を操る参加者

1

24

3

◉身近な情報をお寄せください。　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１
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　ごみを減らすエコな生活を目指そうと「アースデイin
内子」（E

エ コ ズ キ

CO-ZUKI内子他主催）が４月20日、内子自治セ
ンターで開かれました。環境活動団体の協力で、はがき
やマイ箸づくりの体験など多数の催しがあり、多くの人
でにぎわいました。ゼロ・ウェイストアカデミー理事長・坂
野晶

あきら

さんの持続可能な経済・地域活動の講演会もあり、
参加者は地球にやさしい暮らしの一歩を踏み出しました。

みんなで地球のことを考える日
「アースデイ in内子」でエコを楽しむ

　「第 29 回川まつり・筏流し」（川登自治会主催・山本
哲
てつあき

昭自治会長）が４月 28 日、川登地区で開かれました。
まず山本会長が「川まつりの歴史を令和の時代につなげ
たい」とあいさつし、60㍍の筏流しの実演や体験乗船、
太鼓演奏などが行われました。写真愛好家の井上雄

ゆ う じ

次さ
ん＝松山市＝は「全国でも珍しい被写体。地域の人たち
の思いも魅力」と夢中でシャッターを切っていました。

連綿と続く伝統を令和へ
川登で恒例の「川まつり・筏流し」

カンナを使ってマイ箸づくりに挑戦

春の御祓地区を歩いて、食べて、楽しんで
「内子みそぎ自然浴ツアー」

　「内子みそぎ自然浴ツアー」（同実行委員会主催）が４月
28日、御祓地区で開かれました。まず参加者は「ダラリ
集落」または「龍馬脱藩の道」を歩く２コースに分かれ、
地元ガイドと一緒に約５㌔の散策。その後、約1,600本の
シャクナゲが咲き誇る泉谷の棚田で、御祓豊年踊りや餅
つき、棚田米のおにぎりなど、住民やスタッフのおもてな
しを受けて、御祓の魅力を堪能していました。

筏師の巧みな技で観客を魅了した

「元気に育って」と声を掛けながら鮎を放流した

　肱川漁協五城支部による鮎の放流が４月 17 日、中山
川で行われました。立川小学校の校歌に「中山川よ水清
く、若鮎走る」とあることから、その姿を見せたいと同
支部が毎年開催。今年は児童と園児 31 人が約 8,000 匹
の稚魚を放流しました。６年生の宮岡輝

き と ら

虎くんは「鮎が
戻るよう、川を汚さないように心掛けたい。大きく育っ
て元気に戻ってくるのが楽しみ」と笑顔で話しました。

元気な若鮎に立川っ子の姿を重ねて――
肱川漁協五城支部が「鮎の放流」

御祓豊年おどりの「庄屋さん」が面白いと人気
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小
林

　瑞み
ず
き季

ち
ゃ
ん

　護
国

に
こ
に
こ
笑
顔
で
突
進
♡

6.30 吉
見

　優ゆ

ら良
く
ん

　内
子
21

い
つ
も
に
こ
に
こ
笑
顔
い
っ
ぱ
い
♡

　

に
ぃ
に
と
一
緒
に
遊
ぶ
の
が
大
好
き
！

6.13

平
野

　太た
い
が翔

く
ん

　内
子
17

早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
お
姉

ち
ゃ
ん
た
ち
と
お
外
で
遊
び
た
い
な
！

6.9 明
智

　凛り
ん
か夏

ち
ゃ
ん

　乙
成

食
べ
る
の
大
好
き
♡

　早
く
歩
い
て
お

散
歩
に
行
き
た
い
な
☆

6.3

おめでとう
はじめての
バースデー

HAPPY BIRTHDAY

６月に満１歳になる
子どもたちを紹介します。

mihiro245さんの投稿写真

　内子町公式インスタグラム「うちコト」では、広報う
ちこの担当者が内子の日常や暮らし、風景など内子のコ
トを発信中です。
　皆さんもインスタグラムの投稿に「＃うちコト」を付けて
内子町の魅力を発信してみませんか。「＃うちコト」で投稿
された写真は、不定期に広報うちこで紹介していきます。
　右の写真はmihiro245さんが投稿してくれました。５
月５日に行われたいかざき大凧合戦で、令和の文字が描
かれた100畳凧が大空に舞ったときの写真です。
　内子のすてきな写真の投稿ありがとうございました。

「＃うちコト」で内子の「すてき」を発信しよう

uchikoto_official

◀ＱＲコードをスキャンす
　ると簡単にうちコトのア
　カウントを見れます。

うちコト 内子町公式インスタグラム

内子町公式インスタグラム、始めました

土
井

　尊る

お凰
く
ん

　松
尾

食
べ
て
る
と
き
が
一
番
幸
せ
♡

　た
く

さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
る
ぞ
！

6.12

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH
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北
岡
ひ
と
み
さ
ん
（
47
） 

 

＝
宮
原
＝

①長芋は皮をむき、薄い千切りに　
　し、酢水（分量外）につけておく。
②キュウリは皮ごと千切りにし、
　ニンジンは皮をむき、薄い千切
　りにする。
③Ⓐの調味料を合わせておく。
④長芋、キュウリ、ニンジンを混ぜ
　合わせたらⒶを加え、すりごま
　と刻みのりを振りかけて完成。

●作り方

能仁めぐみさん
＝中川西＝

●作った人

一
期
一
会

　出
会
い
を
大
切
に

三色野菜のさっぱりあえ

長芋　　　　　70㌘
キュウリ　　　60㌘
ニンジン　　 20㌘
すりごま　　　適量
刻みのり　　　適量
　 だし汁　大さじ１
　 酢　　 小さじ２
　　しょうゆ 小さじ１
　 みりん 小さじ１

●材料（４人分）

Ⓐ

　
私
は
小
田
で
夫
と
一
緒
に
農
業

を
し
て
い
ま
す
。
長
男
が
幼
稚
園

の
頃
に
農
業
を
始
め
た
の
で
、
も

う
20
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。
モ
ッ

ト
ー
は
自
分
が
食
べ
て
み
た
い
変

わ
っ
た
野
菜
を
作
る
こ
と
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
食

べ
る
人
が
ど
き
ど
き
、ワ
ク
ワ
ク
、

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
野
菜
を
育

て
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
し
て
き
て
、
た
く
さ
ん

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業

仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
私
の
育
て
た

野
菜
を
使
っ
て
く
れ
る
飲
食
店

の
人
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
取
材
で

来
て
く
れ
た
人
な
ど
、
数
え
き
れ

ま
せ
ん
。
地
元
の
小
学
校
の
食
育

の
授
業
で
は
、
ピ
ー
マ
ン
の
話
を

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
ピ
ー
マ
ン
先
生
」
と
呼
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
小
田
小
学
校
の

児
童
た
ち
に
は
畑
に
も
来
て
も

ら
い
、
も
ぎ
た
て
の
ピ
ー
マ
ン
を

か
じ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
反
応
の
中
で「
生
で
か
じ

る
と
お
い
し
い
」と
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
給
食
の
残
食
が
少
な
く

な
っ
た
と
先
生
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
農
業
を
通
じ
て
の
交
流
が
仕

事
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
の
好
き
な
言
葉
は「
一
期
一

会
」。
い
た
だ
い
た
ご
縁
を
大
切

に
、
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
頑
張
り

た
い
で
す
。
畑
ま
で
足
を
運
ん
で

く
れ
た
人
に
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
る
姿
を
見
て
も
ら
い
、
お
い
し

く
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
体
が
元
気
で
い
る
限

り
、
大
好
き
な
農
業
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

▼
次
は
、
大
野
千
景
さ
ん
＝
富
中
＝

　に
お
願
い
し
ま
す
。
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「広報うちこ」６月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：６月30日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」８月号

暑い夏を
エコに乗り切ろう

答え「さらばへいせい」正解数31
◦弦田　彩那さん　（内子1）
◦篠﨑　弘子さん　（内子18第２）
◦力石　浩子さん　（内子19第１）
◦森本多代子さん　（富長）
◦谷口　久子さん　（石畳７）
◦蔵本マスミさん　（東沖）
◦髙井　満理さん　（岡第２）
◦藤原キヨ子さん　（吉野川）
◦弓立　那奈さん　（松山市）
◦髙木　優祐さん　（兵庫県）

●４月号当選者の皆さん

□『広報うちこ』で野焼き
に関する記事が何度か掲
載されていましたが、今も
野焼きをしている人がいて
困っています。（60代男性）
■職員が現場を確認します
ので、野焼きが行われてい
るときに環境政策室へご連
絡ください。違反者には指

導を行います。農林業など
一部例外的に認められてい
る場合でも、苦情があった
場合には指導の対象になり
ます。

【問い合わせ】
環境政策室
☎０８９３（４４）６１５９

　
内
子
町
は
夏
の
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
軽
装
で
涼
し
く
過
ご

す「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」と
、
冷
房
の
効

い
た
部
屋
や
施
設
な
ど
を
共
有
す

る「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
室
温
を
28

度
に
し
、
過
度
な
冷
房
の
使
用
を

控
え
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
抑
制
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
暑
い
夏
を
エ
コ
に
乗
り
切
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
家
庭
や
職
場
で
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

《
冷
房
効
率
を
高
め
ま
し
ょ
う
》

　
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
半

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
掃
除
す
る

と
、
冷
房
効
率
が
高
ま
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
前
に
は
、

換
気
を
し
て
室
内
の
熱
気
を
外
に

逃
が
し
ま
し
ょ
う
。

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
緑
の
カ
ー
テ
ン

を
活
用
し
て
、
直
射
日
光
を
和
ら

げ
る
の
も
効
果
的
で
す
。

《
体
に
も
優
し
い
ク
ー
ル
ビ
ズ
》

　
室
温
を
下
げ
過
ぎ
る
と
体
調
を

崩
し
や
す
く
、
汗
腺
が
退
化
し
て

体
温
調
節
機
能
も
低
下
し
ま
す
。

暑
い
日
が
続
く
か
ら
こ
そ
、
室
温

を
下
げ
過
ぎ
な
い
ク
ー
ル
ビ
ズ
・

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
は
お
勧
め
で
す
。

《
無
理
の
な
い
取
り
組
み
を
》

　
28
度
の
目
安
は
あ
く
ま
で
室
内

温
度
で
す
。
エ
ア
コ
ン
を
28
度
に

設
定
し
て
も
、
天
候
や
立
地
条
件

な
ど
の
違
い
で
室
温
が
28
度
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
状
況

や
体
調
に
合
わ
せ
て
、
無
理
の
な

い
取
り
組
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

①  30年度内子町人権意識調査を実施。
みんなでつくろう、「●○○」のない
住みよい町

② 地域の人と仕事を持続するには――
「○○○○○○●○○○○○」で一
緒に考えましょう
③ 「○●○」直売所がリニューアルオー
プン
④ 「○●○○」に新しい自治会館が完
成。南山の谷に響く、にぎやかな声

⑤歓声としぶきが上がる泥試合。泉谷
　の棚田で「○○○○○●○○」大会

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR
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ＡＬＴを目指すアイルランドの友人
　昨年、アイルランドに住む友人
が内子町に来てくれました。事前
に何も聞かされていなかったの
で、とても驚きました。彼が内子
で過ごしたのは数時間ほどでし
たが、町を散策し、内子座を訪れ、
うどんを食べました。その際、彼
は日本での生活についていろい
ろと質問してきました。気候や仕
事、習慣についてなど、まるでイ
ンタビューのようでした。
　彼はＡＬＴ（外国語指導助手）
を目指していますが、日本のこと
をよく知らないので、変わった
質問をしてきます。「ピザも箸を
使って食べないといけないのか」
「毎日どれくらいお辞儀をするの
か」「くしゃみをしてはいけない
のか」――。私はできるだけ丁寧

に答えました。しかし、異国の習
慣やマナーを身に付けるのは、一
筋縄ではいきません。西洋では靴
を履いたまま家に上がるので、日
本では靴を脱ぐことを説明するだ
けでも一苦労です。理解しやすい
ように、「日本の家に土足で上が
ることは、人に体重を聞くのと同
じくらい失礼だ」と教えます。西
洋では体重を聞くことが、非常に
失礼とされているためです。
　いよいよ彼がＡＬＴとして日本
にやってくる日が近づいてきま
した。日本の習慣やマナーを身に
付けるために、私のアドバイスが
役立っているとうれしいです。彼
の日本での大冒険が始まると思う
と、なんだか私までわくわくして
きました。

外国語指導助手

ピーター・コール

宮﨑 大
た い ち

知さん（15）富長     成見 相
そ う た

汰さん（15）松尾

一人前の狂言師を目指して

　「高校生になっても狂言を続けたい」。強い思いで
新たな道を切り開いた、宮﨑大知さんと成見相汰さ
ん。当初中学生までが対象だった「内子こども狂言
クラブ」に残り、さらなる高みを目指しています。
　宮﨑さんは「今までは子どもらしくてかわいい狂
言でよかった。でも、これからはかっこよさや美し
さなど、より高いレベルを追い求めたい」と力を込
めます。成見さんも「難しい演目は、みんなで分担
して演じていた。今の目標は、太郎冠者と次郎冠者、
二人だけの掛け合いで魅せる演目を最後まで演じき
ること。舞狂言などにもどんどん挑戦したい」と意
気込みます。
　同クラブを指導する、大蔵流狂言師の茂山千

せんざぶろう

三郎
さんと共演してきた二人。「同じ役とせりふでも、
先生が演じると迫力や客席の反応が全く違う。先生
のすごみを身近で感じられるのは、貴重な経験」と
成見さん。宮﨑さんは「いつか先生と太郎冠者、次
郎冠者として共演して、堂々と掛け合いをしたい」
と大きな夢を語ってくれました。

Peter Cole

▲ＡＬＴを目指す友人



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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　当協会は手形をモチーフにしたオリジナル大凧
で参戦しました。国際交流員のドレーンさんをは
じめ、愛媛県内在住の外国人や町民の皆さん、当
協会のプランナーの皆さんなど13人が参加。一緒
に河原を走ったり、川の中に入ったりして凧を空
高く揚げました。途中、合戦で切られた凧が電柱
に引っ掛かるというハプニングもありましたが、
「みんなに凧を見てもらえるから、国際交流協会
のいいPRになるね」と盛り上がりました。
　初参加の人からは、「言葉が通じないかもと緊
張したけれど、凧合戦に夢中になることで、言葉
の壁を超えて楽しむことができた」「国が違って
も何かの目標に向かって一丸となれば、心が通じ
合う」と喜びの声を聞かせてもらいました。

　ステージ上の出し物と出店ブースに参加しま
した。ボランティアスタッフの皆さんがドイツの民
族衣装に身を包み、ステージで「日独利き酒クイ
ズ」、出店ブースで「石畳のパンとソフトドリンク
の販売」をしました。天気にも恵まれ、パンとド
リンクは完売。利き酒クイズも飛び入りで参加し
た皆さんの協力で、大いに盛り上がりました。

　ドレーンさんや外国語指導助手のピーターさん、
タニアさん、サマンサさんとボランティアスタッフ
の皆さんと一緒に、フェイスペイントをしました。
ハートやクローバーのペイントが人気で、ペガサ
スや猫などの細かい絵も頑張って描きました。
　たくさんの子どもたちが遊びに来てくれて、喜
ぶ顔が見られてよかったです。

５月はたくさんのイベントに参加しました
５日「いかざき大凧合戦」

11日「ドイツフェスタ2019」 18日「子どもフェスティバル」

　

図
書
館

　へ
行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.   
　ehime.jp/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日

●「
第
65
回
青
少
年
読
書
感
想
文

　全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
課
題
図
書

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

魔
女
の
の
ろ
い
ア
メ
／
ス
タ
ン
リ
ー

と
ち
い
さ
な
火
星
人
／
心
っ
て
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
？
／
も
ぐ

ら
は
す
ご
い

《
小
学
校
中
学
年
の
部
》

か
み
さ
ま
に
あ
い
た
い
／
子
ぶ
た

の
ト
リ
ュ
フ
／
そ
う
だ
っ
た
の
か
！

し
ゅ
ん
か
ん
図
鑑
／
ハ
チ
ご
は
ん

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

ぼ
く
と
ニ
ケ
／
か
べ
の
む
こ
う
に
な

に
が
あ
る
？
／
マ
ン
ザ
ナ
の
風
に
の

せ
て
／
も
う
ひ
と
つ
の
屋
久
島
か
ら

《
中
学
校
の
部
》

星
の
旅
人
／
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝

／
サ
イ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク

《
高
等
学
校
の
部
》

こ
の
川
の
む
こ
う
に
君
が
い
る
／

ザ
・
ヘ
イ
ト
・
ユ
ー
・
ギ
ヴ
／
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
学
校
を
つ
く
る

●
古
い
雑
誌
を
譲
り
ま
す

　
７
月
２
日（
火
）～
９
日（
火
）

※
１
人
５
冊
ま
で

●
６
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
②
》

▽
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
押
し
花
展

　（
代
表
　
西
渕
か
ず
み
さ
ん
）

●「
お
は
な
し
会
」
へ
行
こ
う

　

図
書
情
報
館
で
は
毎
週
土
曜
日

に
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
を
す
る「
お
は
な
し
会
」
を
開

い
て
い
ま
す
。
手
遊
び
歌
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
も
あ
り
、
幼
児
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

  

文
学
講
座

▽
６
月
８
日（
土
）午
前
10
時
〜

▽
内
容

　
「
文
豪
と
お
ん
な
た
ち
」

▽
講
師

　村
山
洋よ

う
こ子

さ
ん

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

お茶壺道中
梶よう子／著

お茶壺道中に憧れ、葉茶屋の奉公人
にとなった仁吉。茶を愛する商人の一
途な想いは誰に届くのか。茶が映し出
す江戸と、幕末の変遷を描いた小説

長浜高校水族館部！
令丈ヒロ子／文

　愛媛県立長浜高等学校には水族館
部があり、生徒が水族館を運営して
いる。生き物の命をあずかる部員た
ちの日々を描く

地域おこし協力隊　  
椎川忍／編

地域おこし協力隊の特色ある活動
事例をレポート。内子町の元協力隊、
清水香

か な
奈さんの取り組みも活動事例

の一つに紹介

そらまめくんとおまめのなかま
なかや　みわ／作

小さいさや、長いさや、柔らかそう
なさや、大きいさや……そらまめく
んたちがさやの中から元気に飛び出
すよ。赤ちゃんが喜ぶ擬音語が満載

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　６
月
１
日

　ゆ
り
か
ご

　
　
　８
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　
　
　
　（エ
コ
の
日
）

　
　
　15
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　22
日

　ど
ん
ぐ
り
会

むしこまどの皆さん。現在22人で活動中▶

「おはなし　むしこまど」
会員を募集しています

　地域の子どもたちに絵本の
読み聞かせなどをするボラン
ティアです。興味のある人は図
書情報館までご連絡ください。
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みんなで参加しよう／／
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人
権
問
題
へ
の
関
心
度

身
近
な
と
こ
ろ
に
お
け
る
人
権
侵
害
の
認
知

人
権
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
関
す
る
意
識

人
権
関
連
の
法
律
施
行
に
関
す
る
意
識

0

50

100

150

200

250

そ
の
他

ア
イ
ヌ

ハ
ン
セ
ン
病

エ
イ
ズ
・Ｈ
Ｉ
Ⅴ

外
国
人

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

被
災
者

犯
罪
被
害
者

拉
致
問
題

同
和
問
題

高
齢
者

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

女
性

子
ど
も

障
が
い
者

問さまざまな人権問題の中で、
どのような問題に関心がありま
すか。（複数回答）

150

200

100

50

0

福
祉
館

人
権
教
育

協
議
会

人
権
擁
護

委
員
協
議
会

人
権
対
策

協
議
会

そ
の
他

問あなたが知っている人権に関す
る相談窓口をすべて選んでくださ
い。（複数回答）

0

50

100

150

200

そ
の
他

分
か
ら
な
い

参
加
し
た
く
な
い

連
続
講
座

参
加
・
体
験
型

講
演
会

経
験
者
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト

映
画
や
ビ
デ
オ

問人権問題に関する学習会や啓発活
動にあなたが参加するとしたら、ど
のようなものが良いですか。

（複数回答）

0

50

100

150

200

250

ある ない 分からない

女
性

子
ど
も

高
齢
者

障
が
い
者

同
和
問
題

問自分の家庭や職場・地域などの身
近なところで、次のような人権侵害
があると思いますか。（複数回答）

25％ 30％ 20％

知っている 知らない

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法

部
落
差
別
解
消
推
進
法

障
害
者
差
別
解
消
法

75％ 70％ 80％

問次の法律（略称）を知っています
か。知っているものすべて選んでく
ださい。（複数回答）

学習会や
研修 38％

テレビや
新聞など 25％

広報紙・福祉館
だより 21％

人から
聞いて５％

その他 11％

問部落差別解消推進法はどのよう
にして知りましたか。（知ってい
ると答えた115人が対象）

る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」「
人
権
問
題
に

は
、
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
な

ど
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に
積
極
的
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ま
と
め

　
内
子
町
に
お
け
る
人
権
啓
発
活
動
は
、

相
談
窓
口
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
な
ど
、

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
効
果
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
啓
発
活
動
へ
の
参
加
経
験
が
多
い
人
ほ

ど
、
人
権
侵
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
や
差

別
解
消
を
目
指
す
法
律
の
認
知
度
も
高

く
、
人
権
問
題
へ
の
関
心
が
強
く
な
る
こ

と
か
ら
、
周
知
方
法
の
改
善
と
地
道
な
活

動
の
継
続
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
う
ち
こ
福
祉
館
、
各
自
治

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
人
権
・
同
和
問
題
学

習
会
を
開
催
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
み
ん
な
で
共
に
考
え
差
別
解
消
に
向

け
て
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●日時　７月９日（火）
　　　　午後７時～
●場所　五十崎自治センター

【問い合わせ】
内子町教育委員会（内子分庁
内）自治・学習課　生涯学習係
☎０８９３（４４）２１１４

あけぼの人権学習会
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
差
別
の
な
い
住
み
よ
い
町
。

　
　30
年
度
内
子
町
人
権
意
識
調
査

ない 83％

ある 16％

無回答１％

問最近（過去３年程度）、自分の人権
が侵害されたと思ったことがありま
すか。

おおむね
尊重されている 68％

あまり尊重
されていない
23％

十分尊重され
ている７％

無回答１％
全く尊重され
ていない１％

問今の日本は人権が尊重されている
社会だと思いますか。

人
権
意
識
と
人
権
侵
害
の
実
態

参加したことは
ない 56％

無回答２％

１～２回
     29％

３～５回
     9％

６回以上４％

問最近（過去３年程度）、同和問題を
はじめ人権問題に関わる研修会など
に何回くらい参加しましたか。

自分には
関係ない
４％

無回答 12％

偏見と差別意識
があるから
50％

差別意識がない
と思って
いるから 15％

何となく
避けたい７％

面倒な問題
なので７％

仕方のない
こと３％

その他２％

問現在でも起こる同和問題。原因
となる考え方は、どのようなもの
と思いますか。

研
修
会
・
学
習
会
へ
の
参
加
状
況

　内
子
町
で
は
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た
人
権
意
識
を
把
握
す
る
た
め
、
３
年
ご
と
に
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
28
日
〜
11
月
15
日
の
間
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
主
な
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
対
象
は
町
内
在
住
の
20
〜
79
歳
の
男
女
・
計
１
２
０
０
人
。
有
効
回
答
数
は
４
６
０
人
（
男
性
２
０
８
人
、
女
性

２
４
７
人
、無
回
答
５
人
）、回
収
率
は
38
・
３
㌫
で
、前
回（
27
年
度
）調
査
時
の
回
収
率
38
・
９
㌫
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
に
関
す
る
意
識

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
約
75
㌫
の
人

が
、
日
本
で
は
人
権
が「
十
分
尊
重
さ
れ

て
い
る
」「
お
お
む
ね
尊
重
さ
れ
て
い
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
一
方
で「
最
近
、

自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
」
と
し
た
73
人
の
う
ち
、
半
数
が「
日

本
で
は
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
」と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
５
人
に
１
人
は

「
他
人
の
人
権
を
傷
つ
け
た
り
、
偏
見
を

持
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
」と
自
覚
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
相
談
窓
口
に
つ
い
て
の
問
い
で
は
、
人

権
教
育
協
議
会
の
認
知
度
が
前
回
よ
り
9

㌫
以
上
増
加
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
認
知
度

は
低
い
状
況
。
特
に
20
代
の
人
に
は
、
ほ

と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
部
落

差
別
解
消
推
進
法
」な
ど
差
別
解
消
を
う

た
っ
た
法
律
の
認
知
度
に
つ
い
て
も
、
30

㌫
以
下
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
由
記
述
で
は
、
周
知
や
継
続
の
大
切

さ
を
挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
ほ
か
、「
人

権
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
勉
強
す
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な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

　
６
月
末
ま
で
に
更
新
が
必
要
で
す
。

●
受
給
の
手
続
き
　
対
象
者
全
員
の

　
保
険
証
、
印
鑑
、
資
格
要
件
を
満

　
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明

　
書
・
書
類
な
ど
を
持
っ
て
申
請

《
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
》

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
人

▽
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
～
２
級

▽
療
育
手
帳
判
定
Ａ

▽
療
育
手
帳
判
定
Ｂ（
中
度
）
で
身

　
体
障
が
い
者
手
帳
３
～
６
級

●
助
成
期
間
　
手
帳
の
交
付
日
か
ら

　
助
成（
２
年
ご
と
の
更
新
が
必
要
）

●
受
給
の
手
続
き
　
保
険
証
、印
鑑
、

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
療
育

　
手
帳
を
持
っ
て
申
請

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
》

●
対
象
　
内
子
町
に
住
所
が
あ
り
、

　
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
児
童

　
の
通
院
費
お
よ
び
入
院
費

●
助
成
期
間
　
出
生
の
日
か
ら
中
学

　
校
卒
業
ま
で

●
受
給
の
手
続
き
　

　
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
４

　
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
本
人

負
担
分（
保
険
診
療
以
外
の
一
部
負

担
金
は
除
く
）を
町
が
助
成
し
ま
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
》

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
る
家
庭

▽
配
偶
者
の
い
な
い
父
ま
た
は
母
が

　
子
を
養
育
し
て
い
る

▽
配
偶
者
の
い
な
い
祖
父
ま
た
は
祖

　
母
が
孫
を
養
育
し
て
い
る

▽
配
偶
者
の
い
な
い
兄
ま
た
は
姉
が

　
弟
妹
を
養
育
し
て
い
る

●
資
格
要
件
　
次
の
①
～
③
全
て
に

　
該
当
す
る
家
庭

①
原
則
と
し
て
父
ま
た
は
母
を
被
保

　
険
者
と
す
る
同
一
の
健
康
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る

②
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る

③
家
庭
主（
父
ま
た
は
母
な
ど
）
が

　
児
童
を
監
護
し
、
生
計
を
維
持
し

　
て
い
る

●
助
成
期
間

・
母
ま
た
は
父
…
申
請
日
か
ら
子
ど

　
も
が
20
歳
に
到
達
し
た
日
ま
で（
婚

　
姻
し
た
場
合
は
婚
姻
日
ま
で
）

・
児
童
…
20
歳
未
満（
社
会
保
険
の

　
被
保
険
者
の
場
合
は
対
象
外
）

※
20
歳
以
上
で
も
、
就
学
中
の
人
や

　
重
度
の
心
身
障
が
い
者
は
対
象
と

内
子
町
で
は
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　屋根瓦を日本瓦葺きにする場合は、主要部材に
使用する町産材の補助額に10万円を加算します。
ぜひご利用ください。
※�対象となる日本瓦は、釉薬瓦（陶器瓦）またはい
ぶし瓦で、黒色または銀黒色。形状がＪＩＳ規格
のＪ型（和形）のものです。

【問い合わせ】
産業振興課　林業振興係（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１２３

　内子町では町産材の利用促進を図るため、町
産材を利用して住宅を新築する人に、主要部材
で使用する町産材１㎥につき２万8,000円（上限
70万円）を補助しています。ぜひご活用ください。
●対象となる住宅
　次の⑴～⑸を満たす住宅
⑴内子町内に在来工法で新築する１戸建て住宅�
　で、延べ床面積が66㎡以上
⑵柱材や梁など主要部材の70㌫以上に町産材
　を利用し、町内の製材所や工務店などを利用
　して建てること
⑶内子町が定める「景観まちづくり条例」、「景
　観形成基準」に適合していること
⑷屋根材の配色が黒色または銀黒色を基調とし
　ていること
⑸自らが居住する住宅であること

内子町産材を使って建てた住宅に

「最大70万円」の補助

●さらに「10万円の補助」

町からのお知らせ
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　「
一
時
保
育
事
業
」は
、
保
育
園
を

利
用
し
て
い
な
い
家
庭
で
も
、
一
時

的
に
保
育
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

利
用
が
可
能
で
す
。

一時保育事業を始める大瀬保育園

　
昨
年
度
は
、
く
る
み
保
育
園
の
空

き
保
育
室
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
通
常
保
育
の
利
用
申
込

が
増
え
た
な
ど
の
理
由
で
、
４
月
か

ら
事
業
が
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
大
瀬
保
育
園
で
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
り
、
事
業
を
再
開
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
対
象
は
満
１
歳
以
上
で
、
事
前
申

請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
大
瀬
保

育
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

大
瀬
保
育
園

☎
０
８
９
３
（
４
７
）
０
２
０
２

大
瀬
保
育
園
で
一
時
預
か
り
事
業
を
開
始
し
ま
す

　
消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費
の
落
ち

込
み
を
緩
和
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
内
子
町
で
は
、
そ
の
商
品
券
を
使

用
で
き
る
店
舗
な
ど
を
募
集
し
て
い

る
の
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

●
参
加
資
格
　
内
子
町
内
に
事
業
所

　
や
店
舗
な
ど
を
有
す
る
者

●
申
込
方
法
　
内
子
町
役
場（
本
庁
・

　
内
子
分
庁
・
小
田
支
所
）
に
あ
る

　「
取
扱
店
舗
登
録
申
請
書
」
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
　
内
子
町
役
場（
本
庁
・

　
内
子
分
庁
・
小
田
支
所
）

●
申
込
期
限
　
８
月
30
日（
金
）

●
そ
の
他
　
内
子
わ
く
わ
く
商
品
券

　
の
購
入
方
法
は
、
改
め
て
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

「
内
子
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」

取
扱
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　介護が必要になったとき、安心してサービスが
受けられるよう、保険料は必ず納めましょう。
《納める方法》
●特別徴収　年金額が年額18万円以上の人は、偶
　数月に支払われる年金から天引きされます。
●普通徴収　年金額が年額18万円未満の人や次
　の①～③などに該当する人は、口座振替や町か

31年度の介護保険料（65歳以上）をお知らせします
　ら送付される納付書で金融機関などで納めます。
　①年度途中で65歳になった②他市町村から転入
　した③所得区分が変更になった――ときなど
※介護保険法の定めで、特別徴収を優先します。
【問い合わせ】
保健福祉課　介護保険係
☎０８９３（４４）６１５４

区分 対　　象 保険料

１
　生活保護を受けている人

28,100円本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯全員が
住民税非課税

・老齢福祉年金を受給している人
・前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

２ 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超え120万円以下の人 46,800円
３ 　　　　　　　　〃　　　　　　　　      120万円を超える人 54,300円
４ 世帯に住民税

課税者がいる
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　    80万円以下の人 67,500円

５ 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　    80万円を超える人 75,000円
６

本人が住民税課税

前年の合計所得金額が120万円未満の人 90,000円
７ 　　　　〃　　　　　 120万円以上200万円未満の人 97,500円
８ 　　　　〃　　　　　 200万円以上300万円未満の人 112,500円
９ 　　　　〃　　　　　 300万円以上の人 127,500円

■31年度の介護保険料表（年額）
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地
域
の
担
い
手
不
足
の
問
題
が
顕

著
に
な
っ
た
今
、
持
続
可
能
な
地
域

に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
今
後
ど

う
い
う
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
な
の

か
、
一
緒
に
考
え
る
学
習
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
無
料

●
内
容
　
講
演
会

▽
演
題「
田
園
回
帰
１
㌫
戦
略
～
内

　
子
に
人
と
仕
事
を
取
り
戻
す
～
」

▽
講
師
　
藤
山
浩こ

う

さ
ん（
（一社）
持
続
可

　
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
所
長
）

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
６
月
25
日（
火
）

●
定
員
　
１
０
０
人

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

地
域
の
人
と
仕
事
を
持
続
す
る
に
は
―
―

「
町
民
学
習
会
」
で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

　
内
子
町
で
は
農
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
果
樹

棚
な
ど
を
新
設
・
増
設
す
る
資
材
費

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業
費
の
範
囲
　
一
つ
の
施

　
設
に
つ
き
、
10
万
～
１
５
０
万
円

　
の
資
材
費（
補
助
率
は
50
㌫
以
内
）

●
申
込
方
法
　
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

　
に
あ
る「
補
助
金
交
付
申
請
書
」

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

資
材
費
な
ど
の
支
援
で
農
業
を
活
性
化

「
農
林
業
施
設
整
備
事
業
補
助
金
」

ビニールハウスなどの資材を補助

　平成31年度から国民健康保険税の軽減対象
所得と課税限度額が次のとおり変わります。
《軽減対象所得》
　世帯の被保険者の合計所得（国民健康保険に
未加入の世帯主の所得を含む）が一定基準以下
の場合、所得に応じて均等割と平等割が７割、
５割、２割の割合で軽減されます。５割と２割
の軽減を見直し、対象となる範囲を拡大しま
す。（下表参照）

《課税限度額》
　国民健康保険税を構成する医療保険分、後期高
齢者支援金分、介護保険分の課税限度額の内、医
療保険分を次のとおり引き上げます。
▷医療保険分　58万円→ 61万円

【問い合わせ】
税務課　保険税係
☎０８９３（４４）６１５３

軽減割合 30年度 31年度

７割軽減 所得≦ 33万円 変更なし

５割軽減 所得≦ 33万円＋ 27.5万円×被保険者数 所得≦ 33万円＋ 28万円×被保険者数

２割軽減 所得≦ 33万円＋ 50万円×被保険者数 所得≦ 33万円＋ 51万円×被保険者数

（表）軽減の対象となる所得

※被保険者には、同じ世帯で国民健康保険から後期高齢者
　医療へ移行した人（特定同一世帯所属者）も含みます。

国民健康保険税の変更点について

町からのお知らせ
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コラム＊ねんきん瓦版
20歳前障害基礎年金の手続きが変わります

　「20歳前障害基礎年金」を受給している人は、主
に次の３つの点について変更がありますので、お
知らせします。

 ❶「所得状況届」の提出が不要になります
　
　令和元年７月から「所得状況届」の提出が原則
不要となります。ただし、日本年金機構で所得な
どが確認できないときは、提出が必要になるため、
案内を送付します。

 ❷診断書の作成期間が拡大されます

　「障害状態確認届（診断書）」（以下、診断書）の
作成期間が、１カ月以内から３カ月以内に拡大さ
れます。診断書に記載が必要な医師の診断につい
ても、受給者の誕生月の月末から３カ月以内の診
断を記入するように緩和されています。

 ❸診断書の提出期限と送付時期が変わります
　　
　これまで７月末だった診断書の提出期限が、８
月からは受給者の「誕生日の属する月の末日」に
変更されます。
　併せて診断書の送付時期が変わります。毎年６
月末ごろに日本年金機構から郵送されていた診断
書は、今後は「誕生月の３カ月前の月末」に郵送
されますので、ご注意ください。
※診断書の提出は、住民課国民年金係の窓口で受
　け付けできます。日本年金機構に郵送で提出す
　ることもできます。

【問い合わせ】
　○住民課　国民年金係
　☎０８９３（４４）６１５２
　○松山西年金事務所
　☎０８９（９２５）５１０５

●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど
　

1
田
ノ
口
団
地
２
１
２
号（
五
十
崎
地
区
）

▽
住
所
　
平
岡
甲
１
８
１
７
番
地

▽
構
造
　
中
層
耐
火
３
階
・
Ｓ
55
建

▽
面
積
他
　
67
・
00
㎡
、
３
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　
１
万
６
９
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り
、
共
益
費
必
要

2
髙
岡
団
地
３
０
３
号（
内
子
地
区
）

▽
住
所
　
内
子
２
６
０
２
番
地

▽
構
造
　
中
層
耐
火
４
階
・
Ｓ
50
建

▽
面
積
他
　
47
・
40
㎡
、
２
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　
１
万
１
７
０
０
円
～

※
駐
車
場
な
し

3
只
海
団
地
１
号
・
３
号（
五
十
崎
地
区
）

▽
住
所
　
只
海
甲
５
２
７
番
地

▽
構
造
　
木
造
２
階
・
Ｈ
３
建

▽
面
積
他
　
64
・
00
㎡
、
３
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　
１
万
５
６
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り

●
入
居
資
格
　
⑴
～
⑶
を
満
た
す
人

⑴
同
居
中
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

　
る
親
族
が
あ
る
人

⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
が
明
ら
か
な
人

⑶
収
入
基
準
を
超
え
な
い
こ
と

●
共
通
事
項

◦
入
居
時
に
は
敷
金
が
必
要

◦
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
で
決
定

●
申
込
方
法
　
入
居
者
申
込
書
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
６
月
17
日（
月
）

※
申
込
書
は
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・
内

　
子
分
庁
・
小
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

資
材
費
な
ど
の
支
援
で
農
業
を
活
性
化

「
農
林
業
施
設
整
備
事
業
補
助
金
」

　
小
田
深
山
の
木
々
の
中
を
楽
し
く

歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
６
月
30
日（
日
）

　
午
前
9
時
45
分
～

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～

●
集
合
　
廻
り
岩
キ
ャ
ン
プ
場

●
内
容
　
県
道
な
ど
約
14
㌔
の
コ
ー

　
ス
を
歩
き
ま
す

●
参
加
費
　
高
校
生
以
上
５
０
０
円

●
申
込
期
限
　
６
月
21
日（
金
）

●
そ
の
他
　
弁
当
の
申
し
込
み
も
合

　
わ
せ
て
受
け
付
け
ま
す
。

※
１
個
５
０
０
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

第
７
回 

小
田
深
山
ウ
ォ
ー
ク
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　　「
第
24
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
県
民
大
会
」の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
19
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
マ
リ
エ
ー
ル
大
洲

●
内
容

▽
基
調
講
演
　

◦
講
師
　
木
須
八や

え

こ

重
子
さ
ん（
（公財）
せ

　
ん
だ
い
男
女
共
同
参
画
財
団
理

　
事
長
）

◦
演
題
　「
よ
り
よ
く
生
き
延
び
る
」

▽
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

◦
テ
ー
マ
　「
男
女
共
同
参
画
の
視

　
点
か
ら
防
災
を
考
え
る
～
地
域

　
で
、
家
庭
で
、
私
た
ち
に
で
き
る

　
こ
と
～
」

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
３
２

FAX
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
４
４

　danjokyodo@
pref.ehim

e.lg.jp

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で

防
災
に
つ
い
て
考
え
る

　　
地
元
の
若
者
た
ち
に
地
域
の
企
業

の
魅
力
を
伝
え
る「
大
洲
・
内
子
地
域

合
同
企
業
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所
　
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲

●
対
象
者
　
令
和
２
・
３
年
の
３
月

　
に
卒
業
す
る
予
定
の
高
校
生
・
大

　
学
生
・
専
門
学
校
生
、
ま
た
は
卒

　
業
後
３
年
ま
で
の
人

●
入
場
料
　
無
料

●
参
加
企
業
　
大
洲
商
工
会
議
所

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載（
随
時
更
新
）

　http://w
w

w
.ozu-cci.com

/

【
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
商
業
振
興
係

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

　　
内
子
町
の
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
、
意
見
や
提
案
を
行
う

５
Ｒ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
10
人
程
度

　
文
化
博
物
館（
西
予
市
）

⑶
７
月
28
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

⑷
11
月
24
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～

●
受
講
料
　
８
０
０
０
円

●
申
込
期
限
　
６
月
28
日（
金
）

※�

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
愛
媛
県
猟
友
会

《
狩
猟
免
許
試
験
》

▽
第
１
回
　
８
月
６
日（
火
）

▽
第
２
回
　
９
月
１
日（
日
）

▽
第
３
回
　
12
月
１
日（
日
）

※
試
験
の
内
容
な
ど
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
験
手
数
料
　
５
２
０
０
円

※
す
で
に
他
の
狩
猟
免
許
を
所
持
す

　
る
人
は
３
９
０
０
円
で
す
。

●
主
催
　
愛
媛
県

《
共
通
事
項
》

※
合
格
後
、
助
成
の
手
続
き
を
行
い

　
ま
す
。

※
無
免
許
ま
た
は
無
許
可
で
鳥
獣
の

　
捕
獲
を
行
っ
た
場
合
、
１
年
以
下

　
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

　
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
　
林
業
振
興
係

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

●
応
募
資
格
　
平
日
の
会
に
出
席
で

　
き
る
人

※
任
期
は
１
年
間（
５
回
の
委
員
会

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
申
込
方
法
　
６
月
28
日（
金
）ま
で

　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室
　
　

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

軽
減
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
の
取
得

に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
対
象
は
合
格
者
の
み
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《（
初
心
者
）
予
備
講
習
会
》

●
講
習
日
／
会
場

⑴
７
月
15
日（
月
）
／
新
居
浜
市
市

　
民
文
化
セ
ン
タ
ー

⑵
７
月
21
日（
日
）
／
愛
媛
県
歴
史

内
子
町
の
環
境
を
考
え
る

「
５
Ｒ
推
進
委
員
」を
募
集
中

狩
猟
免
許
の
取
得
に
か
か
る

費
用
を
助
成
し
ま
す

地
元
で
働
き
た
い
人
集
ま
れ

大
洲
×
内
子
の
企
業
説
明
会

集

募

小型家電のリサイクルを見学

し

催

町からのお知らせnformationＩ
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賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
な
ど
の
契

　
約
を
す
る
場
合

①
市
街
化
区
域
・
２
０
０
０
㎡
以
上

②
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区

　
域
・
５
０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
・
１

　
万
㎡
以
上

※
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
政
策
調
整
班
　
総
合
調
整
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
結
ん
だ

と
き
、
一
定
面
積
以
上
の
場
合
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
や
内
容
に
虚
偽
が

あ
る
場
合
は
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お

り
適
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
期
間

　
契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内

●
届
け
出
が
必
要
な
契
約

▽
次
の
①
～
③
の
土
地
に
つ
い
て
、

　
売
買
、
交
換
、
譲
渡
、
地
上
権
・

大
規
模
な
土
地
取
引
は
、
ま
ず
面
積
を
確
認

２
０
０
０
㎡
以
上
は
届
け
出
が
必
要
に
な
る
か
も

※�

個
人
で
営
業
す
る
店
舗
の
合
併
処

理
浄
化
槽
に
つ
い
て
、50
人
槽
以
下

の
も
の
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

●�

申
込
方
法
　
設
置
す
る
前
に
係
に

相
談
し
、「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

要
望
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
望
書
は
下
水
道
係
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

上
下
水
道
対
策
班
　
下
水
道
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
８

　
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
た
り
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単

独
浄
化
槽
か
ら
転
換
し
た
り
す
る
場

合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●
補
助
金
の
例（
限
度
額
）

▽
新
築
設
置（
５
人
槽
）の
場
合
＝

　
33
万
２
０
０
０
円

▽
転
換
設
置（
５
人
槽
）の
場
合
＝

　
40
万
円

※
人
槽
区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き
は

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

●職種　主任介護支援専門員
●募集人数　１人
●任用期間　元年８月１日～２年３月31日
●応募資格　次の⑴～⑶の条件を満たす人
⑴元年８月１日現在の年齢が40歳未満の人
⑵主任介護支援専門員の資格および普通自動車運
　転免許を有する人
⑶地方公務員法第16条の各号のいずれにも該当
　しない人
●勤務条件など
▷給与　21万5,200円
▷勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
　（土・日曜日、祝日、年末年始は休み）
▷休暇　有給休暇・特別休暇あり
▷勤務場所　内子町地域包括支援センター

●各種手当・保険
　期末手当、通勤手当、時間外勤務手当、健康保険、
　厚生年金保険、雇用保険など
●面接採用試験
▷試験日　６月30日（日）予定
▷場所　内子町役場
●応募方法　申込書と必要な資格証明書の写しを総
　務課に提出してください。（申込書は総務課にあり
　ます。ホームページからもダウンロードできます）
●募集期間　６月10日（月）～６月21日（金）
【応募先・問い合わせ】

〒７９５－０３９２
内子町平岡甲168番地　内子町役場
総務課　人事・給与係
☎０８９３（４４）６１５０

内子町嘱託職員を募集します
主任介護支援専門員

／あなたの資格を町で輝かしませんか／
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体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
梅
雨

明
け
の
時
期
は
、熱
中
症
を
発
症
し
や

す
い
の
で
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
症
状
が
深
刻
に
な
る
と
命
に
関
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
、
暑
い
季
節
を
安
全
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
の
応
急
処
置
の
ポ
イ
ン
ト

◦
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
︑
安
静
に

　
す
る

◦
服
を
ゆ
る
め
︑
体
を
冷
や
し
て
体

　
温
を
下
げ
る

◦
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分

　
と
塩
分
を
補
給
す
る

◦
誰
か
が
付
き
添
い
︑
見
守
る

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署
本
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　　　

　
農
薬
や
除
草
剤
な
ど
は
、
適
正
に

使
用
し
な
い
と
、
人
や
家
畜
、
ペ
ッ

ト
な
ど
の
ほ
か
、
生
活
環
境
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
農
薬
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
て
、
正
し
く
安
全

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

◦
説
明
書
を
よ
く
読
み
︑
使
用
方
法

　
や
使
用
期
間
を
必
ず
守
る

◦
安
全
に
配
慮
し
︑
使
用
後
は
専
用

　
の
保
管
庫
に
入
れ
て
厳
重
に
管
理

　
す
る

◦
散
布
す
る
際
に
は
周
辺
住
民
に
周

　
知
し
︑
人
や
家
畜
︑
ペ
ッ
ト
な
ど

　
が
近
く
に
い
な
い
か
十
分
に
確
認

　
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
　
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　　
熱
中
症
は
、
強
い
日
射
し
の
下
で

運
動
や
作
業
を
し
て
い
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
部
屋
の
中
で
も
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

梅
雨
明
け
の
時
期
は
要
注
意

「
熱
中
症
か
ら
体
を
守
ろ
う
」

農
薬
や
除
草
剤
、使
用
・
保
管

は
正
し
く
安
全
に
―
―

（小田地区出身） （大瀬地区出身）

6 23 日月 日

演歌歌手 尺八演奏家 箏演奏家 尺八・箏演奏家

文化交流センタースバル 開館20周年

記念コンサート

元 RNB 南海放送
アナウンサー

 午後２時開演
（午後１時30分開場）

●場所　文化交流センタースバル
●内容　内子町ゆかりの出演者による邦楽の
　演奏と、演歌のステージ
●チケット料金（全席自由）　
▷当日　一般2,200円、高校生以下1,000円
▷前売り　一般2,000円、高校生以下1,000円
※当日の午前９時から会場で入場整理券を配
　付します。

●チケット販売　町内の各自治センター、道
　の駅小田の郷せせらぎ
●�主催　小田自治センター、スバル事業企画
運営委員会　

【問い合わせ】
小田自治センター
☎０８９２（５２）３１１７　
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くらしの情報

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
６
月
17
日（
月
）ま
で

　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
内
子
町
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
連
絡
会

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
う
ち
こ
園

☎
０
８
９
３
（
５
９
）
２
２
１
４

　
内
子
町
や
愛
媛
県
で
は
、
大
雨
に

よ
る
災
害
が
起
き
や
す
い
６
月
を

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
と
し
、
河

川
・
道
路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事

現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
危
険
箇
所
の
発
見
や
応
急
工

事
な
ど
も
行
い
、
災
害
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

の
災
害
情
報
に
注
意
し
、
危
険
が

迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
を
常
備
し
、
日
ご
ろ
か

ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
役
場
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

　
18
歳
以
上
の
本
人
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時
15
分

●
相
談
方
法
　

▽
電
話
相
談（
随
時
受
付
中
）

▽
来
所
相
談（
電
話
予
約
が
必
要
）

※
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
保
健
所
　
精
神
保
健
係

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

知

ら

せ

お６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

災
害
の
備
え
は
日
ご
ろ
か
ら

心
の
悩
み
抱
え
込
ま
な
い
で

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」

平成30年７月豪雨で発生した土砂崩れ

●
日
時
　
６
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
　

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ
　
口
述
の
生
活
史「
生
き

　
た
経
験
」と「
生
き
る
意
味
」を
知

　
る
学
問

●
講
師
　
井
口
梓あ

ず
ささ
ん（
愛
媛
大
学

　
准
教
授
）

●
内
容
　
近
年
、
地
域
を
知
る
糸
口

　
や
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し

　
て
注
目
さ
れ
て
い
る
生
活
史
に
つ

　
い
て
理
論
的
に
考
え
る

●
対
象
　
高
校
生
以
上
な
ら
ど
な
た

　
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

●
受
講
料
　
５
０
０
円

●
主
催
　
愛
媛
大
学
社
会
共
創
学
部
、

　
内
子
町
教
育
委
員
会
他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治
・
学
習

課
自
治
振
興
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

《
健
康
講
座（
調
理
実
習
と
講
話
）》

「
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ
in
内
子
」の
お
誘
い

●
日
時
　
６
月
25
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

●
内
容
　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
料
理
／
講
話「
健
康
診
断
を
良
く

　
す
る
た
め
に
」

●
定
員
　
15
人

●
参
加
費
　
1
人
　
３
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
７
月
１
日（
月
）　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
参
加
費
　
無
料

※
場
所
は
ど
ち
ら
も
う
ち
こ
福
祉
館

　
で
行
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　「
介
護
と
施
設
の
選
び
方
」を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

●
場
所
　
う
ち
こ
福
祉
館

●
講
師
／
演
題
　
矢
川
ひ
と
み
さ
ん

　（
愛
媛
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　
会
長
）／「
知
っ
て
る
？
知
っ
得
！

　
介
護
と
施
設
～
安
心
で
き
る
介
護

　
と
施
設
の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

　
学
ぶ
～
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

認
知
症
講
演
会「
知
っ
て
る
？

知
っ
得
！
介
護
と
施
設
」

し

催

農
薬
や
除
草
剤
、使
用
・
保
管

は
正
し
く
安
全
に
―
―
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日時：11（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医７

日 医院名 電話番号
７（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

14（日）ごうお小児科医院（大洲市） 0893（24）3936

15（月）みかんこどもクリニック（八幡浜市） 0894（20）8800

21（日）亀井小児科（大洲市） 0893（24）3757

28（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：五十崎自治センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

村田ヤスコ（95）内子18第2

米森　紀子（58）内子18第2

髙田　元子（88）内子20

久保美佐江（72）内子22

石田　明男（94）護国
横田　和夫（85）川登
田上スズ子（87）立川中央
久保　孝志（85）川中１

●おくやみ

♥冨永みちる　　　　　内子13

♥酒井　明
あ か り

莉　　　　　内子15

♥德本　莉
り こ

子　　　　　富長

♣岩本　想
そ う わ

和　　　　　西沖

♥長岡　彩
あ や の

乃　　　　　平成

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

孝徳
望未
優覚
涼香
伸二
恵利香
和光
可奈子
佑樹
舞

西谷　正夫（91）上立山
山本イワ子（92）河内５

水口　延子（84）上村
髙鳥　秀男（90）上村
池田　富一（84）福岡
伊藤　道弘（93）小田上
冨岡滿亀江（97）中田渡１

大野　惠一（84）中田渡1

●まごころ銀行　
　皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。

内子町社会福祉協議会

二宮　伸也様（内子17）
岡本　正明様（田中）
新本　桂子様（護国）
田上　利幸様（立川中央）
西谷　 久志様（上立山）

池田　真弓様（福岡）
渡邊美代子様（中川西）
大野　裕敬様（中田渡1）
髙鳥　正光様（西予市）

●まちの人口
　（元年５月１日現在／（　）内は前月比）

・人口　16,508人　（△ 31）
　　　　　　　男性　7,917人（△ 12）
　　　　　　　女性　8,591人（△ 19）

・世帯数　　 7,142戸（△１）

　新岡　晃
　稲田　千紘
　玉井　映地
　町田知枝美
　宮本　佳祐
　松本亜希子

●たかさご

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土 大洲中央病院 0893（24）4551

日
日中：大洲中央病院 0893（24）4551
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

●救急病院

診療科目 診療時間

内科
○昼間：午前９時～午後６時（日曜、祝日）
○夜間：午後８時～ 11時（平日、土・日曜日）

※当センターの診療は応急措置のみです。

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

お元気ですか

元気な歯は日々の手入れから
――６月４日～10日は「歯と口の健康週間」――

　20 本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足で
きるといわれています。生涯、自分の歯で食べる
楽しみを味わうためには日ごろから歯磨きなどの
口腔ケアをしっかりと行い、健康な歯を保つこと
が大切です。
●効果的な虫歯予防
　虫歯の原因となる歯垢を除去するには、歯ブラ
シと一緒に糸ようじなどの歯間清掃用具を使うと

より効果的です。
●歯医者さんへ行こう
　見えないところで虫歯が進行していることがあ
るので、症状がなくても歯科医院で定期健診を受
けることをお勧めします。口の状態を見るだけで
なく、自分にあった歯磨きの方法について教わる
こともできます。まずはかかりつけの歯科医を
もって、相談してみましょう。

月の健康カレンダー７

日 実施時間 場所 対象

31（水）午前９時30分
～正午

内子保健
センター 31年２月生まれ

離乳食教室

日 受付時間 場所 対象

９（火）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

30年10月・11月
生まれ

乳児健康診査

【問い合わせ】
内子町保健センター
☎０８９３（４４）６１５５

●母子保健

日 受付時間 場所 対象

１（月）午前９時30分
～ 10時30分 小田保健センター

乳幼児２（火）午前９時30分
～ 11時

五十崎保健センター

８（月） 内子保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

30（火）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

29年４月・ ５月
生まれ

２歳Ｃｏｍｅかむ教室（むし歯予防教室）

●成人保健

日 受付時間 場所
４（木）
５（金）

午前８時30分～11時

内子保健センター

10（水） うちこ福祉館
11（木）
12（金）

内子東自治センター

16（火） 参川地区体育館

17（水）午前８時30分
～10時30分 森の里研究センター

18（木）
午前８時30分～11時

小田保健センター ※1
19（金） 小田保健センター
22（月）午前９時～10時 立石自治会館 ※1 ※2
23（火）

午前８時30分～11時

五十崎凧博物館
24（水）

五十崎自治センター25（木）
26（金）

特定健診、腹部超音波検診、肝炎検診、がん検診
（胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん）

※1   胃がん検診はありません。
※2   腹部超音波検診はありません。　

※3   骨粗しょう症検診を行います。受付時間は午前８時
　　　30分～ 11時です。今年度 40、45、50、55、60、   
　　 65、70歳になる女性が対象です。

日 受付時間 場所
５（金）

午後１時～２時

内子保健センター ※3
12（金） 内子東自治センター ※3
16（火） 参川地区体育館
19（金） 小田保健センター ※3
24（水）

五十崎自治センター ※325（木）
26（金）

子宮頸がん検診・骨粗しょう症検診

日 受付時間 場所
11（木）

午前８時30分～ 11時
午後１時～３時

内子東自治センター
12（金）
25（木） 五十崎自治センター

乳房超音波検診

◎昭和 55年 4月 2日～平成 12年 4月１日生まれの
　人が対象です。　
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広
報
う
ち
こ
は
環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン

キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

読
み
終
え
た
ら
綴 とじ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
ま
た
お
役
に
立
つ
と
き
が
あ
り
ま
す
。

編
集
：
広
報
う
ち
こ
編
集
委
員
会

町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０

編
集

　

 

記
幸

内
子

分
庁
　

〒
791-3392  内

子
1515

番
地

☎
０

８
９

３（
４

４
）２

１１２（
代

）／
fax（

４
４

）６
１３

５
小

田
支

所
　

〒
791-3592  小

田
81

番
地

☎
０

８
９

２（
５

２
）３

１１１（
代

）／
fax（

５
２

）２
３

０
３

U
C
H
IK
O

広
報
う
ち
こ

中川自治会「よろず屋なかがわ」の皆さん

「困ってないかい。なんでもするで」
熟練の技術と優しさで地域を守る男たち

◎５月 24日の草刈に参加した「よろず屋」の皆さん。大工や左官、石工などを退職した人が
集まっているので「家の外のことなら、だいたいのことはできる」と自信をのぞかせます

　
中
川
自
治
会
の
下
部
組
織
と
し
て
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る「
よ
ろ
ず
屋
な
か
が

わ
」。
平
均
年
齢
80
歳
の
メ
ン
バ
ー
10
人
が「
自

分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
す
る
」

と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
内
容
は
草
刈
や
水

路
の
清
掃
、
イ
ノ
シ
シ
の
防
護
柵
の
設
置
や
墓

掃
除
な
ど
―
―
。
地
域
内
外
の
依
頼
を
受
け

て
、
年
間
１
６
０
回
も
出
動
す
る
そ
う
で
す
。

　
代
表
の
相
原
寳ま

も
る

さ
ん（
71
）は「
皆
さ
ん
か
ら

の『
あ
り
が
と
う
』
の
一
言
が
や
り
が
い
。
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
汗
か
い
て
、
シ
シ
肉
食
べ
て

楽
し
ん
で
、
生
き
が
い
に
も
な
っ
と
る
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。
土
地
を
残
し
て
都
会
に
出
た

人
が
多
く
、「
祖
父
母
が
好
き
だ
っ
た
庭
の
花

を
き
れ
い
に
咲
か
せ
て
」と
い
う
依
頼
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は「
離
れ
て
も
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
す
る
思
い
が
伝
わ
る
。
そ
の
思

い
を
守
っ
て
あ
げ
た
い
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
放
置
林
の
竹
や
雑
木
な
ど
を
炭
に
し
て
売
る

ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
子
ど
も
た
ち
の
炭
焼
き
体
験

活
動
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
交
流
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
台
風
や
大
雪
の
際
に
は
、
い
ち

早
く
倒
木
を
処
理
す
る
な
ど
、
よ
ろ
ず
屋
は
多

く
の
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
最
後

に
相
原
さ
ん
は「
一
人
で
で
き
ん
こ
と
は
み
ん

な
で
助
け
合
え
ば
い
い
。
ま
と
ま
っ
て
前
に
進

め
ば
、
住
民
が
減
っ
て
も
地
域
の
荒
廃
は
ゆ
る

や
か
に
で
き
る
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。
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▽
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始

め
ま
し
た
。
私
は
間
接
的
な

関
わ
り
で
す
が
、「
い
い
ね
」

や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
数
が
増
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
自

分
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
放
置
状
態

だ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、い
っ

ぱ
い「
い
い
ね
」を
押
し
ま
す
。

「
＃
う
ち
コ
ト
」の
情
報
提
供

も
お
願
い
し
ま
す（
裕
）

▽
ビ
リ
ギ
ャ
ル
こ
と
、
小
林

さ
や
か
さ
ん
の
講
演
会
を
取

材
し
ま
し
た
。
不
可
能
を
可

能
に
す
る
心
構
え
の
一
つ

が
、「
根
拠
の
な
い
自
信
」だ

そ
う
で
す
。
梅
雨
時
は
気
分

が
落
ち
込
み
が
ち
で
す
が
、

常
に
自
信
だ
け
は
持
ち
続
け

て
い
た
い
で
す
ね
（
航
）
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